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    ◎委員長挨拶 

〇平山委員長 会議に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 今期定例会において、平成３１年度羽幌町各会計予算を審議するに当たり設置されまし

た特別委員会に副委員長として磯野委員が、委員長に私が皆様から推薦をいただき、その

職責を担うこととなりました。厳しい財政状況にあります中、平成３１年度の重要な行財

政の方向を決定する予算委員会であります。副委員長ともども懸命に務めたいと思います

ので、委員皆様の特段のお力添えをお願い申し上げ、簡単でありますが、就任の挨拶とい

たします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

    ◎開会の宣告 

〇平山委員長 ただいまから羽幌町各会計予算特別委員会を開会いたします。 

 

（開会 午後 １時００分） 

 

    ◎開議の宣告 

〇平山委員長 本日の欠席届け出並びに遅刻届け出はありません。 

 これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎議案第３号、議案第５号～議案第７号、議案第１５号～議案第２２号 

〇平山委員長 本委員会に付託された案件は、議案第３号 羽幌町介護保険条例の一部を

改正する条例、議案第５号 羽幌町雇用促進助成条例の一部を改正する条例、議案第６号 

羽幌町水洗便所改造等補助金条例の一部を改正する条例、議案第７号 羽幌町水洗便所改

造等資金貸付条例の一部を改正する条例、議案第１５号 平成３１年度羽幌町一般会計予

算、議案第１６号 平成３１年度羽幌町国民健康保険事業特別会計予算、議案第１７号 

平成３１年度羽幌町後期高齢者医療特別会計予算、議案第１８号 平成３１年度羽幌町介

護保険事業特別会計予算、議案第１９号 平成３１年度羽幌町下水道事業特別会計予算、

議案第２０号 平成３１年度羽幌町簡易水道事業特別会計予算、議案第２１号 平成３１

年度羽幌町港湾上屋事業特別会計予算、議案第２２号 平成３１年度羽幌町水道事業会計

予算、以上１２件を一括議題とします。 

 お諮りします。既に本会議において予算関連議案並びに平成３１年度各会計予算の提案

理由説明が終わっておりますので、本委員会では一般会計予算、各特別会計予算及び水道

事業会計予算の内容説明を財務課長及び上下水道課長に求めることにしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇平山委員長 異議なしと認め、ただいま説明した順序に従って進めることに決定しまし

た。 
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 それでは、一般会計予算及び各特別会計予算の内容説明を求めます。 

 大平財務課長。 

〇大平財務課長 それでは、私から予算の概要を説明させていただきます。 

 お配りしております平成３１年度予算説明資料に基づき説明をさせていただきます。１

ページ及び２ページにつきましては、町長の提案理由で述べておりますので、省略をさせ

ていただきます。 

 ３ページをお開き願います。科目別歳入内訳でありますが、それぞれの収入科目ごとに

一般財源、経常特定財源と臨時特定財源に分けております。表の右側の合計欄で収入の多

い上位３つを丸つき数字で表示してあります。３１年度は、①が地方交付税、②が町債、

③が町税の順となっております。前年度は繰入金が③となっております。ごらんをいただ

きまして、全体の説明は省略をさせていただきます。 

 ４ページをお開き願います。科目別歳出内訳の総括表でありますが、さらにこれを５ペ

ージ、６ページで経常費と臨時費に分けて記載しておりますので、それぞれご説明いたし

ます。５ページの経常費で表の右側、増減額の欄をごらんください。当初予算欄では、前

年度との増減額をあらわしておりますが、主なものを申し上げます。２款総務費で１，５

３７万１，０００円、９．１％の増加は、電算共同化に関する経費について臨時費から経

常費へ組みかえたことが主なものであります。３款民生費で１，２７３万９，０００円、

１．０％の減少は、医療給付費が減少したことに伴い、国民健康保険事業特別会計への繰

出金が減少したことが主なものであります。４款衛生費で２，８０９万８，０００円、８．

６％の減少は、し尿前処理施設の運転管理業務委託が平成３０年度で満了し、新たに３カ

年の管理業務委託を予定していることから、この経費を臨時費に組みかえたことや、医療

扶助費の減少等が主なものであります。６款農林水産業費で１，５３２万３，０００円、

８．７％の減少は、焼尻めん羊牧場の町直営化に伴う指定管理料の減少が主なものであり

ます。１３款諸支出金で９２８万１，０００円、１．０％の増加は、職員人件費によるも

のであります。合計では３，５４２万４，０００円、０．７％の減少となっております。

以上が経常費の増減の主なものであります。 

 ６ページをお開き願います。臨時費につきまして増減の主なものを申し上げます。２款

総務費で２，１２８万円、７．５％の増加は、町有施設解体工事の増加が主なものであり

ます。４款衛生費で１億６，８５３万１，０００円、４５．９％の減少は、継続事業であ

ります産業廃棄物埋立処理場適正化事業費の減少が主なものであります。６款農林水産業

費で１，３６４万６，０００円、１４．６％の増加は、焼尻めん羊牧場管理運営事業費の

増加が主なものであります。７款商工費で３，３２５万９，０００円、２２．５％の増加

は、サンセットプラザ施設管理事業費の増加が主なものであります。８款土木費で２，３

４５万２，０００円、４．３％の減少は、道路維持車両整備事業費の減少が主なもであり

ます。１０款教育費で８，８７４万１，０００円、１９．６％の増加は、継続事業であり

ます武道館建て替え事業費の増加が主なものであります。以上が臨時費の増減の主な内容
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であり、臨時費合計では４，５５７万６，０００円、２．４％の減少となっております。 

 次の７ページ、８ページでありますが、この表は節別に集計したものであります。ごら

んをいただきまして、全体の説明は省略をさせていただきます。 

 次に、９ページをごらんください。このページから１７ページまでは、３１年度の主な

臨時事業一覧として事業内容と事業費、財源内訳を記載しておりますが、事業の主なもの

につきましてご説明申し上げます。２款総務費でこのページの一番下になりますが、町有

施設解体事業６，３９５万５，０００円は、老朽化施設の解体事業でありますが、予定施

設といたしましては旧幌北小学校校舎及び体育館、旧中央小学校教員住宅１棟、旧天売弁

天公営住宅１棟となっており、特定財源として過疎対策事業債及び公共施設等適正管理推

進事業債を充てております。 

 １０ページをお開き願います。ページの中ほどになりますが、移住定住促進事業１３９

万８，０００円は、移住定住ＰＲイベントへの参加経費のほか、ＰＲ用パンフレットの残

数が乏しくなりましたことから新たに制作するものであります。次に、ここから３行下に

なりますが、留萌中北部連携モデル事業４８２万５，０００円は、苫前町以北５町村によ

る市町村連携モデル事業として首都圏や関西方面などにおいて実施する移住定住対策事業

や職員研修等に係る経費となっており、特定財源として道補助金を予定しております。 

 １１ページをごらんください。一番上の行になります。離島電気受託事業３７０万５，

０００円は、焼尻発電所に設置している高所作業車用車庫について老朽化による損傷が著

しいことから改修するものであります。次に、３款民生費で上から３行目、成年後見制度

法人後見支援事業１８９万円は、成年後見等実施機関に対する運営委託料のほか、市民後

見人を養成するための研修業務委託料となっており、特定財源として国・道補助金が交付

されるものであります。同じく次の行、高齢者福祉ハイヤー事業５９４万３，０００円に

つきましては、昨日もご説明いたしましたが、８０歳以上の高齢者に対し年間１２回分の

ハイヤー乗車券を交付するものであり、特定財源として過疎対策事業債のソフト事業分を

充てております。同じく３款の下から２行目、介護サービス基盤整備事業２２７万８，０

００円は、介護サービスに関する資格取得費用の一部を助成するものでありますが、高校

新卒者に係る勤務経験要件の撤廃や、助成対象経費の見直しなど一部制度を改正し、介護

従事者のさらなる確保を図るものであります。 

 １２ページをお開き願います。４款衛生費で中ほどになりますが、新生児聴覚スクリー

ニング検査費用助成事業４３万６，０００円は、新生児の聴力検査に係る費用について新

生児１人当たり８，０００円に消費税を超えた額を上限に助成するものであります。 

 同じく次の行、霊園施設管理事業１４９万７，０００円は、羽幌霊園内の街灯が経年劣

化によりポール部分に腐食が見受けられることから全１５灯の補修を行うものであります。 

 次に、６款農林水産業費でこのページの一番下、農業振興対策事業１２５万円は、鳥獣

被害防止のため電牧柵の追加導入及び更新経費の一部を助成するものであり、今年度は総

延長で３０キロメートルの更新と予定しております。 
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 １３ページをごらんください。このページの一番上になりますが、焼尻めん羊牧場管理

運営事業２，７６８万円は、焼尻めん羊牧場の町直営化に伴う経費であり、更新が必要な

作業用トラックの購入などを予定しております。次に、ここから３行下になりますが、酪

農振興対策事業４１万２，０００円は、酪農家における災害時の電力確保のため非常用自

家発電機購入経費の一部を補助するものであり、１件の補助を予定しております。 

 １４ページをお開き願います。７款商工費でこのページの中ほどになりますが、移住就

業支援事業１００万円は東京圏から移住し、町内の中小企業に就職した方に対し１００万

円を助成するものでありますが、助成費用については国が２分の１、道及び町が４分の１

ずつ負担することとなっております。同じく次の行、サンセットビーチ施設管理事業１，

７１９万１，０００円は、海岸漂着物処理業務委託のほか管理事務所及び売店シャッター

の取りかえ補修など、施設及び設備を改修するものであります。同じくこのページの下か

ら６行目、サンセットプラザ施設管理事業２，６７９万円は、正面玄関、ネオンサインな

ど施設及び設備の改修ほか送迎バスの更新などを行うものであり、特定財源として過疎対

策事業債及びまちづくり事業基金を充てております。 

 １５ページをごらんください。８款土木費で中ほどになりますが、河川施設管理事業１，

１７５万円は、大沢川河岸補修工事のほか、福寿川の護岸整備に向けた測量及び設計を行

うものであります。 

 次に、１０款教育費で上から２行目、教員住宅施設管理事業３，３４２万円は、焼尻地

区教職員住宅について１棟２戸を大規模改修、２棟４戸で屋根及び外壁改修を行うもので

あり、大規模改修部分については特定財源として辺地対策事業債を充てております。 

 １６ページをお開き願います。ページの中ほどになりますが、羽幌中学校施設管理事業

１，３３０万２，０００円は、校舎照明器具のＬＥＤ化や給食用エレベーターの改修等の

ほか、トイレの洋式化を行うものであり、トイレ改修部分については特定財源として過疎

対策事業債を充てております。同じくこのページの一番下、芸術鑑賞・講演事業１２７万

２，０００円は、情操教育と人間力の向上を図るため町内の児童・生徒を対象とした舞台

公演を開催する事業でありますが、３１年度は函館を拠点としているバンドひのき屋によ

る音楽公演などを予定しております。 

 １７ページをごらんください。同じく１０款の下から４行目、スポーツ公園施設管理事

業６，３９９万５，０００円は、芝刈り機等の修繕料のほか、都市公園長寿命化計画に基

づきスポーツ公園の排水管等の改修工事を行うものであり、特定財源として事業費の約２

分の１が国庫補助金で賄われるほか、過疎対策事業債や教育施設整備基金を充てておりま

す。 

 以上で平成３１年度の主な事業の説明を終わります。 

 １８ページをお開き願います。目的税の使途内訳でありますが、目的税につきましては

その名目のとおり使い道が限定され、特定の費用に充てなければならない税金であります。

ここでは、その使い道について説明しております。都市計画税は都市計画事業として下水
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道事業に、入湯税は観光振興ということでサンセットプラザ運営事業に充当し、地方消費

税交付金は社会保障経費ということで国民健康保険事業に充当しております。 

 １９ページからは、特別会計予算の概要となっております。こちらにつきましても町長

からの提案理由で述べておりますので、私からの説明は省略をさせていただきますが、２

３ページ、２４ページの主な臨時事業についてご説明いたします。国民健康保険事業特別

会計では、特定健診の受診率向上対策として未受診者への受診勧奨委託などを予定してお

ります。 

 下水道事業特別会計では、羽幌浄化センターの管理業務委託契約が平成３０年度に満了

することから新たに３カ年の管理業務委託を予定しているほか、設備機器の補修や排水区

工事などを予定しております。 

 簡易水道事業特別会計では、量水器取りかえや漏水調査、テレメーター設備の更新など

を予定しております。 

 介護保険事業特別会計では、保険事業勘定において介護予防運動教室の開催を予定して

おり、介護サービス事業勘定においてはデイサービスセンターの施設改修や特別養護老人

ホームの敷地内排水設備の改修などを予定しております。 

 次に、２５ページにつきましては給与費予算調書（当初）であります。これは、議会議

員、町の特別職、このほか一般職として定数内職員及び再任用短時間職員、嘱託職員の報

酬を含めました人件費の状況であります。一番下の右欄、合計の差し引き計欄であります

が、３０年度と比較して２，５２１万３，０００円の増となっているものであります。 

 ２６ページをお開き願います。地方債現在高見込み及び交付税補填調書であります。会

計区分及び起債区分ごとに内訳を載せておりますが、（１）の２９年度末現在高は、一番

下の総合計の欄で９８億３６２万９，０００円となっております。これが右から３番目、

（７）の３１年度末現在高見込み額では９１億７，７６３万円となる見込みであります。

このうち後年度に交付税で補填される額は、表の右から２番目にありますように５９億４，

２６４万２，０００円、６４．８％と見込んでおります。また、３１年度末現在高見込み

額と２９年度末現在高を比較いたしますと、（７）引く（１）の差額６億２，５９９万９，

０００円減少する見込みとなっております。この要因は、下水道整備に係る下水道事業債

や特別養護老人ホーム建設に係る過疎対策事業債の減少などが主なものであります。 

 次の２７ページは、北留萌消防組合予算の概要でありますが、ページの下段２、羽幌消

防署分についてご説明いたします。①の歳出において右側の臨時費といたしまして、焼尻

消防団小型動力ポンプつき積載車ポンプ更新２９９万９，０００円は、車両に積載されて

いる固定型の小型動力ポンプを更新することにより、車両の稼働可能年数の延長を図るも

のであります。 

 ２８ページをごらんください。羽幌町外２町村衛生施設組合予算の概要でありますが、

④の臨時的経費の内訳で主なものは､一般廃棄物処理施設整備事業できらりサイクル工房

整備工事３，６６９万円、新廃棄物処理施設調査・計画・設計業務委託料５，４１８万６，
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０００円などとなっております。 

 以上で予算説明資料によります内容説明を終わらせていただきます。よろしくご審議く

ださいますようお願い申し上げます。 

〇平山委員長 次に、水道事業会計予算の内容説明を求めます。 

 宮崎上下水道課長。 

〇宮崎上下水道課長 それでは、平成３１年度水道事業会計予算につきましてお配りして

おります予算書に基づきまして説明をさせていただきます。 

 初めに、２０ページをお開き願います。予算実施計画説明書収益的収入及び支出でござ

いますが、金額は消費税込みで記載をしております。まず、１款水道事業収益、１項営業

収益の１目給水収益、水道使用料につきましては２億２，０１８万８，０００円を計上し

ております。これは、過去３年間の増減率の平均により算定し、対前年比で４３１万４，

０００円の減少となっております。 

 また、２目その他営業収益では、３節雑収益、下水道使用料徴収委託料５４０万円、河

川施設等維持管理業務委託金１１４万４，０００円をそれぞれ計上しております。このほ

か１節給水装置手数料、２節検査手数料等を合わせまして７２４万６，０００円を計上し

ております。 

 次に、２１ページをお願いいたします。２項の営業外収益でございますが、２目長期前

受金戻入８４９万円が主なもので、これは現金の伴わない収益であります。 

 次に、２２ページをお願いいたします。支出の部で、１項営業費用、１目原水及び浄水

費で６，６３５万３，０００円を計上しております。対前年比６２２万円の増で、主な要

因としましては２３ページの委託料、浄水場運転管理委託料及び浄水場通信制御システム

構成等調査・更新計画策定業務、このほか動力費で浄水場電気料の増によるものでござい

ます。浄水場の通信制御システムにつきましては、第７次拡張事業で平成１４年度から１

５年度に整備したものでございますが、経年劣化により一部においてふぐあいが発生した

ことを踏まえまして、現状確認や今後における整備方法の検討等を行うものでございます。 

 次に、２４ページをお願いいたします。２目配水及び給水費において５，１６２万円を

計上しております。対前年比４７４万５，０００円の増で、主な要因としましては１０節

備消品費において非常用給水袋購入２８９万１，０００円及び１５節委託料、漏水調査委

託料１５３万４，０００円を計上したものでございます。給水袋につきましては、昨年の

地震災害を教訓に応急給水時に使用が可能な６リットル用７，０００枚を購入しようとす

るものでございます。 

 次に、２６ページをお願いいたします。３目の総係費は、主に職員人件費や内部管理経

費で３，４５１万２，０００円を計上しております。対前年比１６６万１，０００円の増

で、人件費及び料金システム更新に伴いますシステム利用料の増によるものでございます。 

 次に、２９ページをお願いいたします。４目減価償却費に５，８４４万６，０００円、

５目資産減耗費に２，０００円を計上しております。 
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 次に、３０ページをお願いいたします。２項営業外費用では企業債の借り入れに係る利

息１，３６０万５，０００円に一時借入金利息２７万４，０００円を加え１，３８７万９，

０００円を計上しております。 

 ２目の消費税につきましては、水道使用料などの借り受け消費税から水道事業費用の仮

払い消費税を差し引いた６００万円の納付を見込んでおります。 

 次に、３１ページをお願いいたします。資本的収入及び支出でございますが、資本的収

入は見込んでおりません。次に、資本的支出で、１項建設改良費、２目設備改良費の５，

１６１万４，０００円は委託料、栄町地区配水管布設がえ工事に係る地質調査及び実施設

計委託料としまして１，１９９万９，０００円、次に工事請負費では低区配水池防水塗装

工事３，９６１万５，０００円を計上しております。この工事は、施設の長寿命化を図る

ため平成２８年度に低区第１配水池、２池分を行っておりますが、３１年度においては低

区第２配水池、３池分の防水塗装を行うものでございます。 

 次に、２項の企業債償還金５，５６６万２，０００円につきましては、平成１３年度か

ら１６年度までに借り入れした企業債の元金を償還するものでございます。 

 次に、３ページをお願いいたします。３ページから４ページは予算実施計画で、先ほど

２０ページから３１ページで説明しました内容の総括表となっておりまして、金額は税込

みでございます。３ページの表の１行目に記載をしております収入予定額２億３，５９８

万２，０００円から４ページの表の１行目に記載をしております支出予定額２億３，２８

１万２，０００円を差し引き３１７万円の黒字を見込んでおります。 

 次に、５ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の総括表ですが、先ほど説明

のとおり資本的収入はございませんので、資本的支出１億７２７万６，０００円の不足分

を損益勘定留保資金等で補填するものでございます。 

 次に、６ページをお願いいたします。予定キャッシュフロー計算書につきましては、資

金の増減に着目したもので、一番下の行に記載をしております期末残高から期首残高を差

し引き３，６９７万４，０００円の減少を見込んでおります。 

 次に、７ページから９ページの給与費明細書では、前年度との比較及び増減等を記載し

ています。内容につきましては、ごらんをいただきまして説明は省略いたします。 

 次に、１０ページをお願いいたします。債務負担行為に関する調書でございますが、浄

水場等の運転管理業務につきましては、委託契約期間の満了に伴いまして新たに平成３１

年度から３年間の契約を締結するため、その金額と財源内訳を記載しております。 

 次に、１１ページから１３ページにつきましては、平成３１年度期末時点での財政状況

を示します予定貸借対照表でございます。ここから説明いたします一連の財務諸表につき

ましては、全て税抜きの金額を記載しております。 

 次に、１４ページの平成３０年度の予定損益計算書につきましては、経営成績の見込み

を示すもので、下から３行目に記載しております当年度純利益は４，７３３万５，０００

円を見込んでおります。 
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 次に、１５ページから１７ページにつきましては、平成３０年度期末の予定貸借対照表

でございます。内容につきましてはごらんをいただきまして、説明は省略いたします。 

 次に、１８ページから１９ページでは注記としまして、資産の評価基準や評価方法等を

記載しております。内容につきましてはごらんをいただきまして、説明は省略いたします。 

 予算の説明は以上でございます。よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

〇平山委員長 以上で各会計予算の内容説明を終わります。 

 お諮りします。各会計予算及び予算関連議案の質疑、討論、採決に入る前に、各会計予

算の内容審査を提案者側の出席を求めながら行い、その後各議案について議案ごとに一括

質疑を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇平山委員長 異議なしと認め、ただいま説明した順序に従って進めることに決定しまし

た。 

 それでは、各会計予算の内容審査を行います。 

 まず、進め方としては一般会計については歳出の款ごとに区切り、歳入は一括して審査

を行うこととし、各特別会計及び水道事業会計は会計ごとに歳入歳出一括して審査を行い

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇平山委員長 異議なしと認め、ただいま説明した順序に従って進めることに決定しまし

た。 

 初めに、羽幌町一般会計予算の歳出から始めます。 

 なお、質疑、答弁においては予算の内容審査でありますので、簡潔明瞭にお願いいたし

ます。 

 第１款議会費、７１ページから７２ページまで質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇平山委員長 これで質疑を終わります。 

 次に、第２款総務費、７３ページから１０９ページまで質疑を行います。 

 金木委員。 

〇金木委員 それでは、予算書で９４ページにあります循環バス運行負担金にかかわって

お聞きいたします。 

 この運行バスほっと号のことだと思うのですが、コースについて先日ありました議会と

町民の方との懇談会の中で出た中で、緑町の方面を回っていただくコースになっていない

ということでいろんなコース、これまでもいろんな要望もあったと思うのですが、これ４

月以降でも同じコースなのか、あるいはいろいろコースを検討した結果変更することもあ

るのかどうか、新年度に向けての何か考えとか予定ちょっとお聞きしたいと思います。 

〇平山委員長 町民課、室谷課長。 

〇室谷町民課長 お答えいたします。 



 - 12 - 

 循環バスの関係につきましては、再三沿岸バス等とも協議をしておりまして、便数の増

というのはなかなか難しい状況でございますが、コースの変更等については住民の意見等

々を踏まえながら、変更をすべきところは随時変更をしていきたいというふうには考えて

おります。 

 今委員のおっしゃいました緑町の関係については、その方面の住民等々から回ってほし

いですとか、何で回らないのだというような声が私の耳に届いておりませんでしたので、

改めてその部分も含めて運行事業者の沿岸バスさん等と今後協議をしていきたいなという

ふうに考えております。 

〇平山委員長 金木委員。 

〇金木委員 検討する上でどういうふうに、では検討するのかということなのです。そう

いう変更するということは、では今まで通っていたコースはもう走らなくなるわけですの

で、そのことに対する影響ということも当然必要かと思うのです。今は南６条通ですと右

回り、左回りはあるのですが、６条通の加藤病院から６条下がって農協の事務所から山方

面に折れて、寿町の交差点のほうへ走るコースがあるのだと思うのです。その区間で実際

に乗りおりしている客がいるのかどうか。そのコースたくさん乗っていらっしゃるようで

すと、なかなかそのコースは変更できなくなると思うのです。そういったことで実際に乗

降している客の実態なんかも加味しながら、それを変更してそんなに影響ないのかどうか

というところも当然考える必要はあると思うのです。ただコースを見て、住民の声を聞い

てということではなくて、そういう実績なんかも見る必要があると思うのですが、そうい

う点で考えていただけるかどうかということでお願いいたします。 

〇平山委員長 町民課、室谷課長。 

〇室谷町民課長 お答えいたします。 

 今委員さんがおっしゃいましたとおり、利用実態を沿岸バスさんのほうと聞き取りしな

がらどれぐらい利用しているのか、変更するとしたらどのコースがいいのかということは

実態を踏まえまして事業者さんと検討しなければならないというふうに考えておりますの

で、ただ今の段階では緑町方面、寿方面どのぐらいの乗車があるのかというのは、私ども

ちょっと把握まだいたしておりませんので、その辺も事業者のほうと確認しながらコース

変更は可能かどうか、変更すべきかどうかという部分について検討したいというふうに考

えております。 

〇平山委員長 村田委員。 

〇村田委員 同じく９４ページのこのほっと号についてですが、標識製作業務委託料とい

うことで１２８万４，０００円上がっていますが、これのもう少し詳しい説明まずはお願

いしたいと思います。 

〇平山委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時４０分 
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再開 午後 １時４１分 

 

〇平山委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 町民課、室谷課長。 

〇室谷町民課長 お答えいたします。 

 現在のほっと号のバスの標識は平成１５年につくったものでございまして、かなり劣化

が激しく、文字がもう見えていないという状況になっております。そういう状況でありま

すので、全てポールも含めて取りかえをしたいというふうに考えておりまして、取りかえ

の個数は４０個一式を取りかえる予定でございます。ほっと号については、停留所等々は

直接はないので、運行経路で手を挙げればいいのですが、時間帯が標識に何時に通行する

よという表示をしておりますことから、それとどこの通路を通るかということも標識によ

ってわかるということから、今ある標識を一斉に更新するということで今回予算を計上さ

せていただいております。 

〇平山委員長 村田委員。 

〇村田委員 今の説明で停留所のその時間帯とかの部分を示すのにいいということで説明

あったので、それは理解をいたします。先ほど金木委員とも重なるのですけれども、やは

りこのほっと号に関してはかなりいろいろな形での要望というのですか、コースだけでな

く無料で乗れるというところで使える人は料金かからないで利用できる。でも、自分はそ

この路線まで歩いていけないので、使えないので、公平性に欠けないのかいということを

たびたび言われます。ここら辺に関しましてはちょっと違うのですけれども、今回新規に

出ているタクシーの部分とも重なってくるのですけれども、私は前にも公共交通機関とい

うことで全てに公平ということは無理ですけれども、やっぱり町民の方が交通の足として

できるのに当たって公平性になるべく配慮した形の方法をつくってもらいたいということ

で言っていた中で、ほっと号が悪いというわけでもありませんけれども、公平性の部分に

関していくとやはりこちら、行政側が思っている思いと、それを受けて利用している側の

ほうで公平性に欠けていますよねという声が非常に多いと。そこら辺は、やっぱり今のこ

の金木委員と同じようにルートですとか、その運行の形ですとかがもっと個人的な要望で

いけば１カ月単位でルート変えられないのかとか、いろんなことをやっぱり言われるので

す。だから、そこら辺はできる、できないということは当然ありますから、どこまででき

るとか、してくださいとは言いませんけれども、やっぱりトータル的にこのほっと号、そ

れからタクシーの乗車券の配布、それから原野でいくとスクールバスとかいろんな部分を

やっぱりもう少しトータル的な部分で将来に向けて考えてもらいたいなと思うのですけれ

ども、いかがでしょうか。 

〇平山委員長 駒井町長。 

〇駒井町長 村田委員のご質問にお答えしたいと思います。 

 村田委員からは、ほっと号の循環経路についても不便を感じている方もいらっしゃるし、
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今年度予算をつけました高齢者の福祉タクシーにつきましても同様なことが起きないよう

にというあわせた形での公共交通というお話でございましたので、それにつきましては私

もそういう意見をいただいておりましたので、一般質問でも出まして、その中には触れて

おりませんでしたが、そういったこともあわせて今回急いでやったということもございま

して、この経過をきのうでしたか、一般質問にもご答弁申し上げましたが、結果を集計し

て、議会にもご説明申し上げながら、また利用者の声として反映できるものは反映したい

と思っておりますので、今後ともまた町民の方のご意見等ございましたらお知らせいただ

ければと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

〇平山委員長 船本委員。 

〇船本委員 説明資料の９ページか、予算書の７７ページの中に人事評価事業とございま

す。これもう既に３年くらい実施されているのかなと思うのですが、この事業の評価とい

うことなのか効果というか、そういうことをもし説明できる範囲であれば、説明していた

だきたいと思います。 

〇平山委員長 総務課、飯作課長。 

〇飯作総務課長 お答えをいたします。 

 この人事評価事業につきましては、平成２８年度から法改正ということで取り組みをさ

せていただいております。具体的には、職員の勤務状態等、業績等に基づきまして給与等

の処遇にも反映させなさいということの法改正ではございますが、まず私どもといたしま

しては職員の自分の持っている仕事の進捗状況、それから上司、その他周囲の職員のその

業務の進捗状況というものを確認しながら、効率的な業務を進めていただくということで

の導入ということで位置づけております。ただ、法改正の趣旨もございますので、この先

に関しましてはまたそういった処遇の部分ですとか、そういったものもどんどん加味して

いかなければならないのかなというふうには思っておりますが、現状ではそのような取り

扱いということでございます。 

〇平山委員長 船本委員。 

〇船本委員 説明資料の１０ページ、予算書の８７ページ、この中に民間賃貸集合住宅の

建設促進事業とあります。これについて、現在までの実績わかれば教えていただきたいと

思います。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 お答えいたします。 

 この事業につきましては、平成２８年度から取り組んでいる事業でございまして、２８、

２９、３０と各１戸ずつの住宅ができ上がっております。年度別に申し上げますと、２８

年度は１棟４戸、２９年度が１棟３戸、今年度は２棟７戸ということの補助金を交付して

ございます。 

〇平山委員長 船本委員。 

〇船本委員 わかりました。 
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 次に、資料の同じ１０ページの中で予算書は９５ページです。この中の離島航路欠損補

助事業、これ新年度４，４００万円の予算計上されておりますけれども、昨年度は２，３

００万円分の金額なのですが、この増額した理由をお聞かせください。 

〇平山委員長 町民課、室谷課長。 

〇室谷町民課長 お答えいたします。 

 次年度につきましては従業員が１名退職されますので、その退職金の分、それと高速船

の定期検査が５年に１回の年に当たりますので、その分の費用と、あと主な要因としまし

ては燃料の単価がアップしておりますので、その部分が主な要因でございます。 

〇平山委員長 船本委員。 

〇船本委員 説明資料の１１ページ、予算書の１０１ページです。事業名は地域人権啓発

活動活性化事業、この人権の花いっぱい運動の事業内容を教えてください。 

〇平山委員長 町民課、室谷課長。 

〇室谷町民課長 お答えいたします。 

 この事業につきましては、毎年の事業ではございませんで、管内で持ち回りで行ってい

る事業でございます。この人権啓発事業の内容ですが、花いっぱい運動ということでプラ

ンターに花を植えて、小学校のほうの花壇のほうにそれを用意するというような状況でご

ざいます。 

 以上です。 

〇平山委員長 阿部委員。 

〇阿部委員 予算説明資料の１０ページ、企業等連携事業の中の、まず企業訪問実施、こ

れについてはどういった形で訪問されているのか、企業誘致とか、そういった部分の訪問

なのかお聞きしたいと思います。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 お答えいたします。 

 この事業につきましてはもう五、六年前ぐらいから取り組んでおりまして、当初企業誘

致という取り組みということでアンケート調査ですとか、当町が関係する企業等を訪問い

たしましてそういう誘致という部分のお話はしてきたのですけれども、その際に羽幌とい

う地域について、やはり企業とか知らなくてはなかなかそういう取り組みに来る企業は少

ないのではないかという部分からＰＲですとか、または宣伝という部分、または当町の特

産品の取り扱いですとか、そういう部分のお願いですとか、そういうふうにシフトを変え

ていきまして今まで取り組んでまいりました。昨年につきましては、現在いろんな専門学

校ですとか企業等と連携して取り組みを進めておりますので、そことの連携に係る協議で

すとか、そこが中心になっておりますほか、また今まで企業訪問を行った上で今でもいろ

んな情報交換をしております企業等を継続して訪問しているという内容になってございま

す。 

〇平山委員長 阿部委員。 
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〇阿部委員 その企業誘致の目的から、どちらかというとＰＲ的な部分にシフトをしてい

ったのかなと思いますけれども、いろいろな地域の特産品をいろんな企業に扱ってもらう、

そういったのもこれからの羽幌町のためには必要なのかなと思いますけれども、そういっ

た企業というのは、では製造業とか、そういったところがメーンになるのか、その辺お聞

きしたいと思います。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 お答えします。 

 企業誘致当時は製造業ですとか、そういう企業を中心にそういう調査を行っていたので

すけれども、今訪問をしている企業等につきましてはさまざまな業種ございます。当然学

校ですとかもそうですし、一部ホテルですとか、ホテルの中のそういうホテル経営のコン

サルタントをやっている方々もお知り合いになったりしまして、実際に先般今年東京のほ

うで開業するホテルがあるのだけれども、羽幌のエビを扱いたいというお話があるのだけ

れどもという実際にお話がありまして、そういうことも情報を得たりしていますので、製

造業ばかりではなく、そういういろんな業種等のおつき合いをさせていただいております。 

〇平山委員長 阿部委員。 

〇阿部委員 そういったいろんなホテル等とか、訪問することによって地域の特産品であ

ったり、本当に羽幌町のＰＲにつながると思いますので、ぜひとも頑張ってやっていただ

きたいと思います。 

 もう一つ専門学校との包括連携事業ということで、以前昨年の６月に一般質問をさせて

いただいた中で、商工業でいえば後継者であったり、担い手というのが少なくなってきて

いる、そういった中で学校といろいろと連携することによってそういったのも解消できる

のではないのかなというお話もさせていただきました。その辺今年度を通してどのように

なっていったのかお聞きしたいと思います。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 お答えします。 

 その辺につきましても実際になかなか学校を卒業してすぐ起業ですとか、そういう取り

組む学生は少ないとは思うのですが、卒業生ですとか、そういう学校関連者に対しまして

当町が、そういう経営している方が自分の代で会社を閉めようかなとか、そういうもし情

報がありましたら、つまりよく言う居抜きといいますか、既存の工場ですとか、そういう

方を有効活用できるような形、ちょうどタイミングよくそういう起業を希望する方が卒業

生にいらっしゃれば誘致といいますか誘引していきたいという部分で、そういう企業の情

報につきましては商工会と連携をとりながら情報を得て、学校のほうにも既に一部情報を

提供している部分がございます。 

〇平山委員長 阿部委員。 

〇阿部委員 こういった時代ですので、いきなりこっちに来てまた商売を始めるというの

も非常に難しいと言ってしまったらあれなのですけれども、厳しい時代ですので、少しで
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も若くて、町外から来ていただければ本当に地元の商工業の発展にもつながるのかなとも

思いますので、ぜひとも新規創業とか事業承継という感じでいけばちょっとこの質問とは

違ってしまいますけれども、今後人口減少対策の一つにも絶対役立つと思いますので、こ

ういった事業をぜひとも頑張ってと言うと失礼かもしれませんですけれども、いい成果上

げていただけるのを期待しています。 

〇平山委員長 磯野副委員長。 

〇磯野副委員長 予算書の８６ページのまちづくり応援寄付金推進事業についてですけれ

ども、昨年度も同じような質問をしたのですけれども、まず１点、３０年度の寄附額、そ

れから現在までの積立金の額わかりましたら教えていただきたいのですけれども。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 お答えをいたします。 

 平成３０年の実績なのですが、最初２月末の数字なのですけれども、まず寄附の件数で

申し上げますと２，４５９件です。寄附実績につきましては、３，５４５万８，０００円

となっております。あと、積み立ての状況なのですけれども、既に取り崩している部分も

あるのですけれども、これまでの寄附の合計という捉え方でもよろしい、それとも残高と

いう部分でよろしいですか。 

（何事か呼ぶ者あり） 

〇酒井地域振興課長 失礼しました。 

 ２９年度事業に繰り入れをしているものがありますので、現在の残としましては１，５

６６万３，０００円となっております。 

 以上です。 

〇平山委員長 磯野副委員長。 

〇磯野副委員長 全国各地であたかも競争のごとくにしてやっているのですけれども、そ

ういう中で最近は余りにもその返礼品の金額の大きさがということでいろいろと問題にな

っています。おおむねテレビ等のを見ますと大体３割ぐらいという返礼品の上限があるみ

たいなのですけれども、我が町としてはその辺のところは何％というふうに設けてはある

のですか。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 お答えします。 

 当町としましては、その３割という面では守って取り組んでございます。 

〇平山委員長 磯野副委員長。 

〇磯野副委員長 非常に私もこの寄附金については大変期待をしているところでして、い

ろんなメニューがあって、いろんな使われ方をしているのですけれども、昨年度で例えば

主なこういうところに使いましたというものがあったら、主なものがあれば教えていただ

きたいのですけれども。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 
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〇酒井地域振興課長 お答えいたします。 

 平成２９年度の実績なのですけれども、天売、焼尻島の事業という部分で天売猫の順化

対策事業という部分で充当しております。また、大きいところでございますと子供たちに

関する部分といたしまして、任意予防接種の費用の助成金のほうに充当しております。 

〇平山委員長 磯野副委員長。 

〇磯野副委員長 昨年も同じ質問をして、同じ回答をいただいたのですけれども、町村に

よってはこの管内でも億という金額で集まっているところもあれば、いろんなかなり差が

あるのですけれども、昨年も我が町としてはあちこち出かけて、いろんな宣伝等もしてい

るということなのですけれども、今後金額に目標というのは変ですけれども、次年度に向

けてどのような応援基金を集めるということに対しては、どんな運動をされていく予定で

いますか。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 お答えいたします。 

 やはり寄附をする方々の傾向といたしまして、ふるさと納税のポータルサイトといいま

すか、専用のサイトを活用して寄附をするという方が多い傾向にございますので、そのポ

ータルサイトの中での当町の名前が多く出るような、契約をちょっと変えながら、できる

だけそういう寄附する方がよく見るサイトといいますか、そこに羽幌町の名前が出るよう

な形の取り組みを進めていきたいと考えてございます。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 事業名からいきたいので、説明資料の９ページ、まずは例規システム整備事

業についてお伺いします。今回新規事業ということで一般の町民に、町民は例規データベ

ースとか余り身近ではないと思います。議員とか役場職員が使うものが多いのかなという

ふうには思うのですけれども、今回あえて再構築してシステム、どういう内容で行う事業

なのか、それがどう新しくすることで変わるのか、その辺事業内容のほうを教えていただ

きたいと思います。 

〇平山委員長 総務課、飯作課長。 

〇飯作総務課長 お答えをいたします。 

 例規システムの整備事業ということでございまして、こちらにつきましては私どもが運

用をしております町の条例ですとか規則ですとか、そういったものの制定、それから改正、

そういったものに関します整備をするシステムということでございます。こちらにつきま

しては従前も現在もシステムを導入して運用しておりますけれども、現在のシステムが古

くなってきたということと、あと新たに類似条例等の他町村の状況を検索したりとか、あ

とまた新しく制定する際にもそういったものを参考として導入できるとか、そういった新

たなシステム機能が備わっているということで、システムの入れかえということで取り組

みたいということでございます。 

〇平山委員長 小寺委員。 
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〇小寺委員 それは一般町民も使えるものなのか、それとも役場職員のみで使うものなの

か、その辺はいかがでしょうか。 

〇平山委員長 総務課、飯作課長。 

〇飯作総務課長 お答えいたします。 

 利用としては私たち行政職員が使用するというものでございます。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 例えばですけれども、議会議員はそこには入らないというか、議会議員が例

えばそれを使ってみるですとか、類似のものを探すとか、そのシステムを使うことはでき

ないと。あくまでも役場の行政職員のみが使えるシステムなのでしょうか。 

〇平山委員長 総務課、飯作課長。 

〇飯作総務課長 お答えをいたします。 

 議会事務局のほうでどういった運用をされるかというのはちょっと私どももわかりかね

ますけれども、例えば議会のほうから条例提案等、発議等される場合の条例の作成ですと

か、そういったものにも活用できますし、当然その類似の条例等の検索といったものも事

務局に備わっているマシーンを使っていただければ可能ということでございます。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 はい、わかりました。 

 続いて、その下になります会計年度任用職員制度導入事業ということで、こちらも新規

事業になっていまして、２０２０年４月施行ということでちょっと内容がわからないので、

教えていただけますか。 

〇平山委員長 総務課、飯作課長。 

〇飯作総務課長 お答えをいたします。 

 こちらにつきましては、現在でいう、役場でいう臨時嘱託職員の任用の取り扱いが法改

正によりまして平成３２年度から改正されるということでございまして、そういった新し

く制度開始に当たりまして３１年度中に条例等の整備をしていかなければならないという

ことでのシステムの仕様ということでございます。 

〇平山委員長 逢坂委員。 

〇逢坂委員 予算説明資料の９ページの一番下なのですけれども、町有施設の解体３カ所

今年度行われるということなのですが、解体後のこの土地の利用、どういうふうな考えを

お持ちでいるのかちょっとお聞きしたいと思います。 

〇平山委員長 財務課、大平課長。 

〇大平財務課長 お答えいたします。 

 現時点では、幌北小学校等大きな場所については今後どうするか、ちょっと検討をこれ

からさせていただきたいなと思っております。 

 あと、中央小学校の旧教員住宅についてはちょっと奥まっていて、前のほうに集会所等

ありまして、ちょっと今使える状況ではないので、まずは安全確保ということで解体だけ
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させていただいて、土地については周辺の整備のときにあわせて考えたいと思っておりま

す。 

 天売のほうにつきましては、そこの住宅もちょっと危険だということで今回まず解体を

させていただいて、浮いた土地については活用、どなたかいるかどうか、その辺確認しな

がらもし活用できるようであれば、売り払い等々、やり方どうするかというのも出てくる

のですけれども、もし転用等できるようであれば、その辺は考えたいというふうに思って

おります。 

〇平山委員長 逢坂委員。 

〇逢坂委員 今説明わかりました。 

 それで、普通は例えば法人に売るとか限定するとか、大きな土地になれば。あるいは小

さな土地であれば、民間の方にも売却するといういろんな考えがあると思うのですが、そ

れはもう幅広く考えていいということですか。どちらか決めるとかでなくて町民の方にも

売りますよ、一般住民の方にも売りますという売却するということの考えでいいですか。 

〇平山委員長 財務課、大平課長。 

〇大平財務課長 お答えいたします。 

 今年栄町のほうで貸していた土地のほう使わなくなったということで、住宅を解体して

いただいて町に戻ってきて、それを売るということもしておりますので、町として活用す

るようなことがないようであれば転用等々、町民の方のほうに売っても問題ないというこ

とであれば、その辺は検討したいというふうに思っております。 

〇平山委員長 村田委員。 

〇村田委員 予算書の７７ページのストレスチェック事業ということで、これ毎年予算に

上がっていると思うのですが、この中身と年間のその人数的にどのぐらいの方が受けてい

るとかという、そこら辺の内容説明をまずお願いします。 

〇平山委員長 総務課、飯作課長。 

〇飯作総務課長 お答えをいたします。 

 ストレスチェック事業ということでございまして、これは私ども嘱託職員を含めました

職員のストレスの度合いをはかると、自分の体調管理に資するという趣旨のものでござい

ます。今年度３０年度の実績でいきますと、対象者が２２３名中１７６名、７９％の実施

率ということでございまして、これは事業者として受けられる体制は整えなければなりま

せんけれども、受ける、受けないはご本人の意思ということでございますので、そういっ

た数字になっております。 

〇平山委員長 村田委員。 

〇村田委員 かなりの職員の方がこれを受けているということで、このストレスチェック

を受けて、診断であとは自分が判断していくのか、それともそういう何か指標みたいなも

のがあって、こういうことを改善しなさいとかなんかそういうことを言われるのか、あと

今回こういう４件の支払いの遅延があった中に体調不良という方が２名もいました。そう
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いう部分でいって、このストレスチェックが有効に働いているのかどうなのか、そこら辺

の認識もちょっとお伺いしたいと思います。 

〇平山委員長 総務課、飯作課長。 

〇飯作総務課長 お答えをいたします。 

 まず、このストレスチェックの実施に関しましてはおのおのその結果が出ますと本人に

も通知されますし、その内容につきましてストレスを抱えていると、改善が必要だという

ことであれば医師のほうから改善に対してのアドバイス、助言もございますし、それを受

けて本人が具体的にこういった部分について相談をしたい、何か改善をしたいということ

であれば医師にそういった相談、面談をする機会を設けて、私どものほうでそういった体

制を整えて、そういった機会をセッティングするというところまで事業として行っており

ますので、そういった部分ではケアをしているという状況でございます。 

 あと、今回のその４件の遅延云々と直接関係あるかないかはわかりませんけれども、具

体的にアフターケアといいますか、そういった医師の面談等によって自分の状況を把握す

るとか、そういったことも件数は少ないですけれども、実際に行っておりますので、そう

いった部分では進められているのかなと思っております。 

〇平山委員長 村田委員。 

〇村田委員 わかりました。このストレスチェックが機能しているということはよくわか

りました。 

 続けてよろしいですか。 

〇平山委員長 はい。 

〇村田委員 予算書の８８ページの大きな項目でいくと移住定住促進事業なのですけれど

も、先ほど説明もありましたパンフレットの制作委託料１１５万６，０００円が部数がな

くなったということでつくりたいということでしたが、その中身について前回つくった部

分とほぼ同じなのか、変わったところが１点、２点でもあるのか、そこら辺まずちょっと

お伺いしたいと思います。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 お答えいたします。 

 このパンフレットにつきましては、今１６ページの冊子をつくっているのですけれども、

この新しい冊子につきましても同じページ数で５，０００部と考えてはいるのですが、内

容につきましては業者がプロポーザルという形で取り組みたいと言っておりますので、業

者の提案だとかを受けながら、その中で最もいいものを町のほうで採用していきたいとい

うふうに考えてございます。 

〇平山委員長 村田委員。 

〇村田委員 今課長のほうからいいものをつくりたいということでしたが、これ製本する

前に何かの形で、こういう形でつくりたいとかいうことの、そういう説明みたいなものは

考えているのでしょうか。 
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〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 説明というのは、議会に対してということでいいですか。 

（何事か呼ぶ者あり） 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 その部分につきましては、特に考えてはございませんでした。 

〇平山委員長 村田委員。 

〇村田委員 前回も大変立派なカラー刷りのいいものを製作していた中に、やっぱり１つ

なかったのは移住、定住の部分でのそのお試し体験ですとか、ちょっとそこら辺が弱いの

かなという部分もありました。そういう部分をせっかくこうやって予算をつけてつくるわ

けですから、改善するところはしたり、それからいろんな意見を聞いたりということも必

要ではないかと思うのですけれども、そこら辺はどういうふうに認識していますか。 

〇平山委員長 地域振興課、酒井課長。 

〇酒井地域振興課長 情報といたしましては､当然今当町が取り組んでいる移住施策です

とか、移住に関するそういう生活環境ですとか、子育てを含めてそうなのですけれども、

実際うちの町で今村田委員おっしゃられましたちょっと暮らしという部分については取り

組んでいる部分がございませんので、当然パンフレットをつくる段階の町の情報を提供し

ていくというふうになりますので、その内容について当然事実の情報を提供する部分にな

りますので、もしそういう部分の情報提供になるといった場合につきましては、特に説明

をしなくてつくっていきたいなというふうに考えてはいるのですけれども、また移住施策

全体の中で新しい取り組みもしていくというふうになりますと当然議会のほうにもご相談

申し上げたいと思っておりますので、そのときご説明申し上げたいと考えてございます。 

〇平山委員長 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇平山委員長 これで質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時１７分 

再開 午後 ２時２５分 

 

〇平山委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。本日の会議は、第３款までとします。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇平山委員長 異議なしと認めます。 

 第３款民生費、１１１ページから１２３ページまで質疑を行います。 

 磯野副委員長。 

〇磯野副委員長 予算資料説明書の介護サービス基盤整備事業と保育士確保対策事業につ
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いて伺います。 

 介護サービス資格取得奨励補助というのがありますけれども、具体的にどういう資格な

のか、それと今までに、今年度はどのぐらいの資格者がいたのか、そしてこの予算の中で

はどのぐらいの人数を見ているのか教えていただきたい。 

〇平山委員長 健康支援課、豊島課長。 

〇豊島健康支援課長 お答えします。 

 資格の関係でありますが、まず新任者研修ということでヘルパーの養成資格、次に介護

支援専門員、ケアマネジャーの資格、さらに主任ケアマネジャーと言われる資格、この３

つに対して補助をしたいというように考えている事業であります。今年度の事業について

ですが、３０年の１１月末での実績ということでご了解いただきたいのですが、まず先ほ

ど言いましたヘルパー新任者研修ということで高校在学生の方が１名、それから介護福祉

士、済みません。先ほど資格の中で介護福祉士が漏れておりました。この介護福祉士の方

が５名、それから介護支援専門員新規の方が１名、それから介護支援専門員の資格更新の

方が４名というような実績になってございます。 

 次に、合計人数で申し上げたいと思います。全体で１６名の方を見込んで予算を要求さ

せていただいているところになっております。 

 以上です。 

〇平山委員長 磯野副委員長。 

〇磯野副委員長 どこの町でもだんだんお年寄りがふえて、介護の必要性が迫られて、そ

ういう中でだんだんその介護ヘルパーさんだとか、ケアマネジャーがなかなかふえないと

いう現状だと認識しています。特にケアマネジャーについては民間等でもやめる方が出て、

全体として羽幌町でもやめる方が出て少なくなっているというふうに聞いているのですけ

れども、行政側としてはどのような対応をとるおつもりでしょうか。 

〇平山委員長 健康支援課、豊島課長。 

〇豊島健康支援課長 お答えします。 

 民間事業者のケアマネジャーの方の人事に絡む異動等につきましては、当然当町のほう

から誰を雇え、誰をやめさせるなというところは言えるところではございませんが、町の

立場といたしましては、なるべく事業者の方に対してそのケアマネジャーの方が長く勤め

ていただけるよう、また資格更新だとか、そういった経費において助成を今後も続けなが

ら長く勤めていただけるような支援を講じていきたいということとあわせまして、民間事

業者の方々に対しましてはそういうケアマネジャーなどの資格、有資格者の方について長

く勤めていただけるようなるべく努力していただけないかなということでのお願いを行っ

ていきたいというふうに考えております。 

〇平山委員長 磯野副委員長。 

〇磯野副委員長 特に我が町は離島を抱えているわけで、そういう中で例えば介護認定す

るにしても、何をするにしてもやっぱりケアマネジャーの仕事というのは非常に大事にな
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ってくるのだろうと思っているのです。そういう中で、民間の中の採用の話ですから、な

かなかそこにどうこうせいという話にはならないのですけれども、全体の町の介護サービ

スとして、やはりケアマネジャーが少ないということになると、最初に言いましたけれど

も、やっぱり離島とか、そういうところのケアサービスというものにも影響が出てくるの

でないかと思うのですが、その辺のところはどう認識されていますか。 

〇平山委員長 健康支援課、豊島課長。 

〇豊島健康支援課長 お答えします。 

 磯野副委員長がおっしゃられていることは、十分町としても理解しているところであり

ます。現状といたしましては､各民間事業者のほうに対しまして資格を有している職員の

方が別の部署、部門等で勤務されているような状況があれば、ケアマネジャーとしての資

格を生かすべく人事のほうで異動願えないかとか、そういうようなお願いは担当の係を通

じ、また各種会合の折にお願いしているところではございますが、民間事業者のほうにお

かれましても、やはり事業経営の観点からなかなかそこがスムーズにいっていないという

状況がありまして、町としても非常に難しく、頭を抱えているところが現実なところであ

ります。 

 それで、離島のほうにつきましては今現在何か策はないかということで、担当課レベル

ではありますが、いろいろ担当係も中心になりながら代替策等について今検討を進めてい

る状況であります。そこにつきましては、担当課のほうとして案がある程度理事者のほう

にご説明できるような内容になった段階で、また理事者の了解等をいただいた上で議会の

ほうにご説明できるような段階になった折には改めてご説明してまいりたいと考えている

ところもありますので、その辺ご理解いただければと思っております。 

 以上です。 

〇平山委員長 磯野副委員長。 

〇磯野副委員長 ぜひその辺は早急にと言ってもなかなか人を雇うということなので、難

しいのでしょうけれども、一番やっぱり懸念するのはケアサービスの中でいろんなメニュ

ー等があるのだろうと思うのです。我々離島住んでいると、それは全て都会と同じメニュ

ーをやれというのは、それはもう無理だというのは重々承知しているのですけれども、人

手が足りないためにできないという、このメニューは無理ですよと言われると、またそれ

はちょっとやっぱり皆さん介護保険料も払っているわけですから、全て同じではないけれ

ども、離島に合った介護サービスというのも当然出てくるのだろうかなというふうに思っ

ているのです。ですから、ぜひそういう面で例えばケアマネジャーが少ないのであれば、

そこに先ほど補助という話もしましたけれども、例えば給与に上乗せするだとか、そうい

う考え方というのはあるのですか。 

〇平山委員長 健康支援課、豊島課長。 

〇豊島健康支援課長 お答えいたします。 

 現状におきまして、そういうやり方が制度上可能かどうかというところは確認しており
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ませんので、この場でのお答えはちょっと控えさせていただきたいなと思います。ただ、

状況によってはそういったものが可能であれば、またそこについては担当課のほうとして

は理事者のほうの判断を仰ぎつつ、そういうことができるということであれば、また話は

そういう方向性に向く可能性もあるのかなという思いはあります。 

 以上です。 

〇平山委員長 磯野副委員長。 

〇磯野副委員長 ぜひ、私ども重々承知している部分なのです。医師と同じで足りないか

ら金積んでとり合いみたいなこと、それはまたちょっと違うのでないかなと思っています

ので、その辺はやはりまずできれば自前で育てていくというのが一番近道かなとは思いま

すので、その辺は十分検討していただきたいと思います。 

 もう一点、保育士の確保対策事業なのですけれども、現状の保育士の数なのですけれど

も、充足しているのか、それとも足りないから、これからもっとこういう形で対策事業を

進めていこうという考えなのか、その辺のところをお伺いしたいと思います。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 お答えします。 

 今のところ保育士については、現状では足りている状況にはなっているのですけれども、

常勤ではなく臨時で来ていただいたりとか、今後は結婚等で退職とかも考えられますこと

から確保のほうに努めている状況であります。 

 現状につきましては、今貸し付けのほうは３名に貸し付けを行っております。予算のほ

うは、新規２名を想定して５名の予算計上となっております。 

 以上です。 

〇平山委員長 阿部委員。 

〇阿部委員 予算書の１１８ページの中の委託料、除雪サービス事業委託料、この除雪サ

ービスを受けている、このサービスを利用されている方というのはどの程度いるのかお聞

きしたいと思います。 

〇平山委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時３８分 

再開 午後 ２時３９分 

 

〇平山委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 健康支援課、豊島課長。 

〇豊島健康支援課長 お答えいたします。 

 今現在の数字ということでご認識いただきたいと思います。市街地区、天売地区、焼尻

地区それぞれあるのですが、申しわけございません。市街地区については稼働時間数の実

績を資料として用意しておりましたので、利用者数については後ほど確認次第ご報告、答
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弁させていただきたいと思います。 

 次に、天売地区でありますが、出入りがありまして、今現在は３件ご利用されておりま

す。 

 続いて、焼尻地区につきましてはこれも出入りはあったのですが、今現在では１０件の

世帯で利用されている状況になってございます。 

 以上です。 

〇平山委員長 阿部委員。 

〇阿部委員 市街地区についてはあれでしたけれども、これ市街地区は全て高齢者事業団

が対応されているのか、その辺をお聞きします。 

〇平山委員長 健康支援課、豊島課長。 

〇豊島健康支援課長 お答えします。 

 阿部委員がおっしゃるとおり、高齢者事業団のほうに委託という形で行っております。 

〇平山委員長 阿部委員。 

〇阿部委員 高齢者事業団の方たちが行われていることですけれども、高齢化が進むにつ

れて、やっぱりこういったサービス等も当然利用する方も今後ふえていくのではないかな

とも思いますけれども、その辺例えば高齢者事業団だけでこういった事業を賄えなくなっ

てしまった場合というのは、ある程度想定しているものなのか、例えば業者に委託をする

とか、そういったどういうふうに今後の対策として考えているのかお聞きします。 

〇平山委員長 健康支援課、豊島課長。 

〇豊島健康支援課長 お答えします。 

 現状といたしましては、高齢者事業団のほうにお願いできる範囲内で実施してまいりた

いというふうに考えているところであります。ただ、今後高齢者事業団のほうで、今阿部

委員がおっしゃられたように賄い切れないというようなことが発生した場合は、その都度

協議をしながら高齢者事業団にかわる民間事業者が受け皿としてあるかどうか、そちらの

ほうも調査、確認しながら事業の継続について検討してまいりたいなというふうに考えて

いるところです。 

〇平山委員長 阿部委員。 

〇阿部委員 業者とかに委託をするようになってしまうと、どうしても財政的な部分でど

んどん、どんどんと負担が来てしまいますよね。こういった除雪とかでしたら、本当に理

想的なのは隣近所の方たちが支え合いながらやるのが一番理想だと僕は思います。やっぱ

りそういった取り組み、どんどん、どんどん僕の住んでいる周りにもお年寄りの方たちも

ふえてきていますし、今年の冬なんかでも手伝えるところは手伝う、やっぱりそういった

今後町民みんなで支えていきましょうではないですけれども、やはり隣近所で高齢の方を

支えていくという取り組みを行政としてどのように進めていくのか、これは除雪だけでは

ないですけれども、やっぱりこれからいろいろな支えていきながらでなければ、全て公的

な部分でお願いしてしまうと当然財政的にも今後厳しくなるかなとも思いますので、その
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辺どのようにして町民の皆さんに支え合いながら進めていきましょう、取り組んでいきま

しょうというのを行政としてどのように呼びかけていくのか、お考えであればお聞きした

いと思います。 

〇平山委員長 健康支援課、豊島課長。 

〇豊島健康支援課長 お答えします。 

 阿部委員がおっしゃられたように、今後高齢化がますます進む中で行政のみのサービス

というところでは限界が当然来るだろうというような考えを私どものほうも持っておりま

す。今年度実は焼尻地区におきまして、町内会単位で除雪サービスを展開できないだろう

かというような取り組みをすべく、担当のほうが島に渡りまして各町内会の会長さんに集

まっていただきまして、制度の趣旨等を説明した上で何とか町内会の中で助け合いの中で

行っていただけないだろうかという説明、説得をいたしまして、ご理解をいただいた上で

今年度は焼尻地区に限ってはそのような方法でやらせていただいております。当然これら

を国のほうでは互助というような言葉を使ってそういう支え合うサービス、できるところ

からのサービスを進めましょうというような施策展開を各町村でも行いなさいというふう

なことで推し進めてきておりますことから、当町といたしましても時間はかかるものでは

ございますが、機会あるごとにそういう呼びかけを行ったりとか、あと担当者を中心にそ

ういう話し合いの場を設けるだとかというようなことをしながら今後そういう組織づくり

に向けて時間はかかろうかと思いますが、少しずつ進めていきたいというふうに考えてい

るところでございます。 

 以上です。 

〇平山委員長 船本委員。 

〇船本委員 それでは、私のほうから２点ほど質問させていただきます。 

 資料の１１ページ、予算書の１１７ページ、老人の入浴サービス事業ですが、これの該

当者と利用されている方、実績というのですか、これわかれば教えてください。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 お答えいたします。 

 ４月現在で対象になられた方に案内をしているのですが、３０年度につきましては２，

２９１名となっております。現在ホテルの一部浴槽利用がちょっとあったものですから、

３月までに期間を１カ月延ばしておりまして、今２月末現在で人数でいけば１，０１９人

となります。利用されております。 

〇平山委員長 船本委員。 

〇船本委員 わかりました。 

 半分くらい、今年いろんな事情がありましたから、これやむを得ないと思いますけれど

も、これからもまだ期間を延ばしたということですから、いいのかなと思います。 

 それで、同じく資料の１１ページで予算書の１１４ページ、高齢者の福祉ハイヤーの関

係です。きのう一般質問で駒井町長のほうからも詳しく答弁もされておりましたから、私
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からもぜひ検討してほしいということと、ちょっと少しお話をさせていただこうと思って

います。 

 そして、これにつきましては苫前式というよりも羽幌町の身障の制度を拡張したという

ご答弁をいただきました。８０歳以上については財源的な問題だということもお話しして

おりました。苫前式で大体７０％ということで、羽幌町の場合５７５万６，０００円につ

いては逆算していきますと大体７０％で計算されているのかなと思います。それで、これ

の財源について苫前のほうのも参考にされているということですから、お聞きになってい

ると思うのですが、これ過疎債を使われているということなのですが、これ苫前何年間実

施されています。これ何年も続けて過疎債は使えているのでしょうか。 

〇平山委員長 財務課、大平課長。 

〇大平財務課長 お答えいたします。 

 財源、過疎債のソフト部分という形で充当しておりますけれども、これにつきましては

その年、その年に使うものでありますので、ただ問題はソフトのほうが毎年交付税の算定

になっている数字を使っていくものですから、だんだん小さくはなっていくと思うのです

けれども、あるうちは使用可能というふうに考えております。 

〇平山委員長 船本委員。 

〇船本委員 過疎債のソフト事業と交付税もだんだん毎年予算書資料を見ても減額されて

いると。今回の予算についても減額した予算を組まれているということですから、町長き

のうそこら辺も心配されてこういう形になったと思うのですが、過疎債であれば元利償還

の７０％だと思うのですが、私の考えでは、交付税に補填されるわけですから。 

 きのう町長は、今後使ってみて、実施して利用者なり議会の意見も聞きながら改善する

というお言葉をいただきましたので、それで私も安心したのですが、ぜひできるのであれ

ばきのう小寺委員も質問しておりましたけれども、７５、そして不公平のないように苫前

式と。私も羽幌式は確かにわかるのですけれども、ちょっと遠いところの人たちが不公平

になるのかなという感じもありますので、ぜひ今後うちの委員会、文教委員会、私らもか

わりますけれども、議員になってくるかこないかもわかりません。新しい議員さんと意見

も十分聞いて、利用者の意見を聞いてやっていただきたい。 

 それで、ちょっともう一点だけお聞きしますけれども、身障を拡張してやったというの

ですけれども、身障の方々とはこれダブって渡さないということなのですか、それともダ

ブって出されるのでしょうか。重度と普通の身障と枚数が違うのかなと思うのですが、そ

こら辺も含めて教えてください。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 基本的に障がいのほうでもらっている人を除く８０歳ということで、ダ

ブらないということになっております。 

〇平山委員長 駒井町長。 

〇駒井町長 船本委員の質問にお答えいたします。 
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 昨日の小寺委員の一般質問でも答弁申し上げましたが、経過についてはこれから数字等

出てまいりますので、それを踏まえたものでご報告申し上げますし、利用者の声も、また

議会の声もそれを見た中で勘案しながら次年度にまた向けて続けてまいりたいと思ってお

りますので、よろしくご指導いただきたいと思います。 

〇平山委員長 村田委員。 

〇村田委員 予算書の１２１ページのシングルペアレント移住雇用マッチング事業で確認

の、かなりちょっと高いのですが、執行方針でも予算の中でも継続という形で取り進める

ということでしたが、次年度は２０万１，０００円、今年度は２００万円ぐらいの継続は

継続で１年に募集したり、来たり、そういうことで金額は変わってくるのでしょうけれど

も、来年度はどういう形で取り組むのか、そしてもしその中でぜひ羽幌町に来たいといっ

たときには、どういう対応をしていくのかお聞きしたいと思います。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 お答えいたします。 

 平成３０年度までは、国の地方創生交付金を活用してやっていた関係もありまして、い

ろいろ子供たちの世代の交流事業等を行っていたのですが、３１年度から交付金の期間が

切れまして、町独自でやるという形でありますが、まず初年度につきましては窓口業務を

設けて相談、窓口を設けましてもし来たいという方がいらっしゃいましたら、雇用先と住

宅を用意するような形で対応していきたいなと思っております。 

〇平山委員長 村田委員。 

〇村田委員 そういうことであれば、もしぜひ羽幌町に来たいということであれば、その

部分に関しては補正を組んででも来たいとあれば対応をするということでよろしいですね。 

 もう一つ、羽幌町に来たいシングルマザーいた場合は、それをきちんと受け入れる体制

をとって、もし予算が必要あれば、補正予算を組んできちんと対応をするという、そうい

う形でいいのですよね。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 お答えします。 

 予算については特に発生しないような内容には今までもなってはいるのですけれども、

住宅等町内の企業で受け入れていただける企業とかを紹介するような形で協力のもと受け

入れを進めていきたいと思っております。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 高齢者福祉タクシー助成事業について、昨日は一般質問の中でいろいろお聞

きしたのですけれども、その時間内になかなか聞けなかったことをちょっと質問させてい

ただきたいと思います。 

 まず、内容についてなのですが、今回は８０歳以上で年間１２回の初乗り運賃分を助成

するという制度だと思うのですけれども、それに至った経緯は金額、お金の面から追って

いったら８０歳以上になったということで、町長のほうから答弁はあったのですが、その
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前にもし７５歳以上だったら、対象者がどのぐらいいて、どのぐらいの予算規模だったの

か、そういう計算をしているのか、その辺もし７５歳以上にした場合、積算していて幾ら

ぐらいかかるかというのがわかれば教えていただけますか。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 お答えいたします。 

 もし７５歳で想定した場合は、８０歳以上に比べて４５２名増加いたしまして、１，５

６６名ということで事業費につきましても１００％利用した場合が１，１５５万円ほどか

かりまして、その７割ということであれば８１６万円ほどかかる積算になっておりました。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 それでは、差額でいくと２００万円ぐらい、ちょっとすぐ計算できないので

すけれども、差額は教えていただけますか。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 ７割の算定した場合で差額が２４０万１，２３０円ということになって

おります。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 財政的にはこの差額２４０万円というのはかなり、例えば先ほど言った過疎

債を充当する中で大きい金額なのか難しい金額なのか、その辺はいかがでしょうか。 

〇平山委員長 駒井町長。 

〇駒井町長 小寺委員のご質問にお答えします。 

 差額が二百数十万円だと大きいか、小さいかということでございますが、大きくもあり

小さくもありというようなことで大変申しわけない答弁になりますけれども、委員もご存

じと思いますが、ソフト事業でほかにも使っている枠なものですから、なるべく小さくし

たいということと、今お聞きいただきましたように対象人数もふえますと、さまざまな使

われ方は発生すると思います。今回は１人１枚でございますが、それを４人で乗っていた

だくと４倍になると単純な計算で申しわけないのですけれども、そういったことも利用者

に理解をしていただき、上手な使い方をしていただくために、ふやすよりも８０歳の方で、

きのうも申し上げましたが、まず使っていただいて、その中で不便、それからできるか、

できないかといったものもこちらのほうでも、町側としても財源的なものを判断しなくて

はいけないということでございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 過疎債は先ほど収入のところでちょっと言えばよかったのかわからないです

けれども、限度額から比べればまだ十分に余裕があるのかなというふうには思ってはいた

のですけれども、その辺限度額のページを見ればわかると思うのですけれども、満額でい

けばのと、今回のとどれぐらい余裕があって、ないのか、その辺をもし数字上でわかれば。 

〇平山委員長 財務課、大平課長。 

〇大平財務課長 お答えいたします。 
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 過疎債のソフト部分なのですけれども、３１年度予算の部分で見込んでおります金額で

いきますと８，３６０万円ぐらいが当町の交付額になるであろうというふうに押さえてお

ります。今回先ほど町長のほうからもお話ありましたけれども、ソフト事業につきまして

はかなり幅広く使えることもありまして、さまざまな部分を充てております。今回この福

祉ハイヤー部分も充てておりまして、基本的には満度にソフト事業は使うという形で予算

を編成しております。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 私が考えた中では、過疎債の限度額が１億５，３３６万８，０００円ではな

いのかなと思ったのですけれども、もし違えば、その辺も教えていただけますか。 

〇平山委員長 財務課、大平課長。 

〇大平財務課長 お答えいたします。 

 多分小寺委員のほうでごらんになられているのが予算書でいくと１７ページの地方債の

部分ではないかと思うのですけれども、そこの部分の今おっしゃった金額でいきますと、

それは臨時財政対策債になっておりますので、過疎債とは違う部分でございますので、ご

理解願いたいと思います。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 それでは、羽幌町では過疎のソフト事業に関してはもう今目いっぱいだと、

これ以上はふやせないので、例えば今後、今７０％の計算ですけれども、もしすごく利用

する方が多くて８０％、９０％の利用率になった場合は過疎、ソフトはいっぱい、いっぱ

いなので使えないと、そういった場合は一般財源を充てて補正をするのか、それとも申し

込みをストップしてあくまでも７０％の人数の方だけのものにするのか、その辺いい意味

でたくさん使われるということはいいと思うので、そうなったときは過疎債が使えないと

いうことなので、どう対処して、たくさん使われるということはいい意味なので、どうし

ていくのでしょうか。 

〇平山委員長 財務課、大平課長。 

〇大平財務課長 お答えいたします。 

 先ほど町長のほうからもございましたが、まずは使ってみてという形で８０歳で進めさ

せていただいております。もしこれが年齢等々変わってきて人数ふえた場合、もちろん負

担額もふえてございます。そうなったとき先ほども申し上げましたが、ソフト事業につき

ましてはさまざまな部分に充当する形になってございます。ただ、そのときに今使ってい

る部分が満度に同じだけ使うかどうかというのもはっきりいたしませんので、そのときに

浮いているようであれば、それはそのままそっちのほうの高齢者のタクシーのほうに負担

というか使う部分をふやして充てることもできるでしょうし、今後の部分ソフト事業、ほ

かの部分がどうなるかという部分も踏まえながら、そのときどうするかという判断はさせ

ていただく形になると思います。 

〇平山委員長 小寺委員。 
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〇小寺委員 これは一度始まるとその年、その年でほかのソフト事業があったら年齢を上

げたり、下げたりするものではないのではないかなと思うのです。例えば今は８０歳以上

で来年はほかのソフト事業がないので、７５歳以上、その次の年はほかのソフト事業があ

るので、また８０歳にするということには僕はならないと思うのです。ただ、今の説明で

すとその都度、その都度ほかの事業を見ながら変化をさせていく、それで継続できるのか

なという心配があります。 

 その中で使える金額が限られているのであれば、一般質問の中でもお伝えしたのですけ

れども、やはり受益者負担という考えも入れるべきなのかなというふうに思います。とい

うのは、今初乗りの六百数十円の補助ですけれども、その半額分を乗った方に負担してい

ただければ倍の数、８０歳以上で計算しても倍、１２回を２４回乗る、計算上でいえば、

こともできるのではないかな。本当の目的というのは、やはり外出してもらいたい、利用

してもらいたいというのが前提ですと、やっぱり全て無料で提供するということも、それ

が必要なのか、自分はやっぱり回数を月に１回は往復、いろんなところに行ってもらえる

ようなことのほうがいいのではないかというふうに考えます。受益者負担について、もし

今まで考えていたのか、それとも無料でずっといきたい、無料というか、初乗り分無料券

ということでいきたいというふうに考えていたのか、受益者負担について検討する段階で

そういう話があったのか、その辺をもしあれば教えてください。 

〇平山委員長 駒井町長。 

〇駒井町長 初乗り部分という設定で始まりまして、受益者負担という部分につきまして

は例えば川北から病院へ行くということになりますと当然出てまいりますので、そういう

部分で負担が出るだろうというふうに考えておりましたので、初乗り部分についての受益

者負担というものは考えておりませんでした。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 きのうも言いましたけれども、やはり公平にもしサービスを提供するのであ

れば、なるべく公平にいただけるものはいただく、提供するものは提供するという制度の

ほうが私はいいと思います。きのうも言いましたけれども、やっぱり市街地と例えば川北

に住んでいる人と、あと築別とか市街地以外の方と、また島の方と、島の船代とか、そう

いうのはまた別ですけれども、やはりせっかく始めるいい事業ですので、なるべく公平な

ことを考えてやっているのだというふうに出したほうが、せっかくやっても、いや、私は

高いと、あっちの人は安いとか、そういうふうになったらもったいないなというふうに思

います。 

 あと、利用方法についてちょっとお伺いします。きのうも話の中であったのが同じ団体

で行くのであれば、同じ人が乗れば、４人で乗れば１人の人が使えるのだと、だから何回

も行けるのだと。それはきっとそういう団体なりに属していて、同じ方向に行く人であれ

ばそれは可能だと思うのですけれども、そういう乗り方は可能だということでよろしいで

しょうか、確認なのですが。 
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〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 同乗する方等には特に規制を設けておりませんので、可能であるという

ことです。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 そうしたら、例えばそれが高齢者、その８０歳以上の受給者ではない方も一

緒に同乗しても大丈夫だということでいいのでしょうか。というのは、苫前の場合ですと

あくまでも介護者に関しては同乗が許されているそうです。ですけれども、羽幌の場合は

その該当者がいれば何人乗ってもいいということで、例えばその券は１回につき１枚なの

か、それともこう重ねて３枚、４枚、先ほど町長も何人かで乗れば券があるのでという話

もあったのですけれども、それをまとめて使うことが可能なのか、その辺はいかがでしょ

うか。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 お答えします。 

 基本的には、初乗り分の１枚ということになっております。ご本人が乗れば家族の方で

も、お孫さんでも、若い方でも乗れるということにしております。 

 失礼しました。複数枚の使用は今のところ想定していないというか、初乗り乗車分とい

うことですので、１回乗車に限り１枚ということになっています。 

〇平山委員長 駒井町長。 

〇駒井町長 私が複数で使えると申し上げたのは、例えば４人で行くと４枚あるわけです

から、４回乗れますよという意味で申し上げたのです。１回に４人乗っていくと４枚あり

ますので、１回に４枚使うということではなくて４回分使えますよという、そういう意味

で申し上げたので、ご理解いただきたいと思います。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 それは、その４回とも同じメンバーで行けば４回使えるということですよね、

きっと。 

〇駒井町長 メンバーは関係ない…… 

〇小寺委員 関係ないですけれども、４枚…… 

（何事か呼ぶ者あり） 

〇小寺委員 だと思うのですけれども。 

 あと、使い方で本当にわからないのが、それを本人以外でも使えるのか、例えばおばあ

ちゃんが持っていて、これ使っていっておいでと、そういう使い方ができるのか、本人確

認が必要なのか、必要ないのか、その辺も本当にわからないので、教えてください。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 お答えいたします。 

 利用するに当たりまして、写真つきの身分証明書を提示するということになっておりま

す。障がいタクシーと同じような条件なのですが。でも、ただし高齢者の場合写真つきの
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身分証明書がない方が多々いるかと想定しております。そこで、マイナンバー制度の身分

証明書は今無料で作成できますので、その辺をお勧めして身分証明書をつくっていただい

て利用してもらうというように考えております。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 この４月からということなので、あと何週間でスタートしたいということだ

と思うのですけれども、やはりそういうルールも、自分も今聞いて初めてわかりましたし、

写真がついていないとだめだと、そうしたらマイナンバーをすぐつくってくださいとか、

やっぱり早目、早目のインフォメーションも必要ですし、例えば使おうと思っていたけれ

ども、身分証明がないと、そういうときはどうするのか、やっぱりそういう細かいことも

早目に伝えて利用者が困らないようにしていただきたいなというふうに思っていますが、

その辺の広報について、あと何週間かしかないのですけれども、どう正しい情報を町民の

方に知らせる手段を考えていらっしゃいますか。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 お答えいたします。 

 一応この議会終了後、３月中旬以降には対象者全員にパンフレットを含めた案内文章を

送る予定です。あと、町の広報紙で４月号に２ページをいただきまして、ＱアンドＡを含

めたわかりやすい内容で広報を周知したいと考えております。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 本当に何度も申しわけないです。 

 この制度をつくる場合、一般質問でもちょっと触れたのですけれども、条例をつくらず

に要綱を変更すると。その要綱の変更をするものが羽幌町重度身体障害者ハイヤー料金助

成事業ということだと私は認識しているのですけれども、そこはそこでよろしいでしょう

か。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 

〇木村福祉課長 その要綱で間違いありません。 

〇平山委員長 小寺委員。 

〇小寺委員 この要綱をきっと対象者をふやしていくのかなと思うのですけれども、ただ

この要綱の名前そのままでいいのか、例えばこれは全体のその福祉でいうと障がい者福祉

の中の要綱になります。ただ、今回の高齢者に関してはきっと老人福祉の部類に入るのか

な。それをタイトルをそのままにするのかしないのか、タイトルというか事業名が羽幌町

重度身体障害者のハイヤー事業助成事業なのか、それともこちらの予算書にあるとおり高

齢者というふうにうたっていくのか、ただ中身だけを書いて、自分はやはりそれとは別に

分けて高齢者のタクシー助成事業と、あと身体障がい者の方のタクシー事業とというのは、

やはり分けてしっかりとルールづくりをしたほうがいいのではないかなというふうに思う

のですけれども、その辺は事業名含めてどういうふうに考えていらっしゃいますか。 

〇平山委員長 福祉課、木村課長。 
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〇木村福祉課長 お答えいたします。 

 要綱につきまして拡大するような形で考えておりまして、名称のほうも福祉ハイヤーと

いうような形の題名にして要綱を変更しております。あと、今後も一応今のところこの要

綱を障がい者と高齢者とということで福祉タクシーという１つの形で運行していきたいな

と考えております。 

〇平山委員長 ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇平山委員長 先に答弁保留しておりました件につきまして、答弁の申し出がありました

ので、これを許します。 

 健康支援課、豊島課長。 

〇豊島健康支援課長 お答えします。 

 先ほど阿部委員のほうからご質問のありました高齢者等の除雪サービスの利用実績とい

うことで、市街地区の件数について今回回答していなかった関係でございます。こちらも

先ほどの天売、焼尻両地区と同じように出入りはありますが、今現在で６７件の世帯でご

利用されているというような実態になっております。 

 以上です。 

〇平山委員長 これで質疑を終わります。 

 

    ◎延会の宣告 

〇平山委員長 お諮りします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇平山委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会します。 

 明日は午前１０時より開会します。 

（延会 午後 ３時１５分） 
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